
（補論１） 世紀初頭の社会像21

（１） 世紀初頭の国際社会の展望21

○ 世紀の基本的な課題として、持続可能な発展を遂げる社会への転換が挙げら21

れる。人口、食糧、環境、資源エネルギーなど、人類全体で取り組まなければ解

63 2050決が望めない問題は枚挙に暇がない 例えば 現在約 億人の世界総人口は。 、 、

年には約 億人にまで急増すると予測されている。89

○ 世紀は、地球的規模での国際協調と国際競争が同時並行的に進行する時代で21

あった。世界共通の課題の増加に伴って、地球温暖化防止、生物多様性保存、世

界遺産保護、 等の新興・再興感染症対策など、国際的枠組みで様々な取組SARS

がなされ始めている。同時に、 世紀末に東西冷戦が終結した後の経済のグロー20

バル化に伴う市場・知的財産・人材を巡る競争の激化に象徴されるように、世界

大競争時代の到来とも言える状況が現出している。さらに、 の誕生をはじめEU

として、地域ブロックで連携を強めて競争力を確保しようとする動きも活発化し

つつある。

○ 国際社会の安全と秩序の維持に関しては、東西両陣営の冷戦対立構造に代わっ

て、国際テロの多発や民族・宗教紛争の激化など新たな様相を呈しつつある。

○ このように、国際社会が一層流動的で複雑化した先行き不透明な時代を迎える

中、相互の信頼と共生を支える基盤として、他者の文化(歴史・宗教・風俗習慣

等を広く含む)を理解・尊重し、他者とコミュニケーションをとることのできる

力がより重要となってきている。また、国際社会は経済中心・市場万能主義から

国際的な協調をも加味した新たな枠組を模索しつつあると考えられる。

○ 世紀は、新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆ21

る領域での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す、いわゆる「知識基盤社会」

の時代であると言われている。物質的経済的側面と精神的文化的側面の調和のと

れた社会を追求していくことが、国際社会を構築していく上でも基調となると考

えられる。

（２） 世紀初頭の我が国社会の展望21

○ 我が国社会は、戦後の荒廃から立ち上がり、高度経済成長期や２度の石油ショ

ック後の安定成長期、その後のバブル期等を経ながら、 世紀末には新たな段階20

へと足を踏み入れたものと考えられる。もはや欧米の先進的な経済・文化を吸収

し改良・模倣するばかりでなく、政治・経済、産業、教育、科学技術・学術、芸

術・文化、スポーツ、環境等様々な領域で世界のリーダーの一員として新たなモ

デルを積極的に発信していくことが求められている。先行き不透明な時代であれ



ばこそ、我が国社会全体の、そして国民一人ひとりの力をどう発揮できるのかが

問われているのである。こうした意味でも 「知識基盤社会」化を通じた、物質、

的経済的側面と精神的文化的側面の調和のとれた社会を追求していくことが求め

られる。

○ 我が国の総人口は、平成 ( )年に１億 万人でピークに達した後、長期18 2006 2,774

の人口減少過程に入り、平成 ( )年には約１億 万人になるものと予測され62 2050 60

ている。また、我が国は世界でも例を見ない速度で少子高齢化が進み、平成

( )年には生産年齢人口( ～ 歳)約 人で老齢人口( 歳以上)１人を支え62 2050 15 64 1.5 65

る状況になると試算されている。人口減をどのように捉えるか、社会のあらゆる

分野でシステムの再構築が重要な課題となっている。

○ 我が国の経済は、バブル崩壊以後の停滞・低迷期から脱し、今後は回復・上昇

局面に差し掛かることが期待される。その中で、産業構造の転換とともに産業間

移動による労働力調整の必要性が増大し、雇用形態も変化・多様化して、人材の

流動化が一層進むと考えられる。その過程で、いわゆる「勝ち組 「負け組」と」

いった表現が使われるように企業間や個人間の経済的格差が拡大することも懸念

され、個人の職業能力の開発・向上と再挑戦の可能な社会システムを整備するこ

とが課題となろう。

○ また、高齢化が進展することとともに，物質的豊かさより心の豊かさやゆとり

等多様な価値・自己実現が求められていることから、生涯学習需要が一層高まる

と考えられる。

○ 我が国の地域社会の在り方として、コミュニティ(地域共同体)の解体・消失が

指摘されて久しい。少子化・核家族化の進行や一人世帯の増加等を踏まえ、伝統

的な地縁・血縁に代わる、新時代にふさわしい人と人との関係性の再構築が求め

られる。この場面でも、他者を理解・尊重し、他者とコミュニケーションをとる

ことのできる力がますます重要となる。

、 、○ 人類にとって豊かな未来を拓く原動力となる科学技術・学術は 著しく進展し

その重要性が一層高まるであろう。とりわけ人々の知的活動・創造力が最大の資

源である我が国にとって、科学技術・学術の進展は、国家社会の発展の基盤であ

、 。 、るとともに 人類全体・国際社会への貢献のためにも極めて重要である 今後は

平成 ( )年度以降の第３期科学技術基本計画が定められ、科学技術創造立国18 2006

に向けた取組が加速するものと予測される。

また、学問分野の融合化・総合化の傾向が強まり、地球環境や生命倫理等の課

題に見られるように、科学技術・学術と社会との調和を保つことも一層重要とな

る。研究者の社会的責任は一層重くなるとともに、人々の日常生活の上での認識

・理解もより重要となると考えられる。
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